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･

contigency-Model
”

was effective to establish verbalbehavior･
This tech･

nique consisted of
tvo steps ; experimenter's imitation of child's utterances and

experimenter･s non･imitation of the child･
In this study, it was applied to the

child Ⅶ･itb Cat cry syndrome.

The丘rst in imitation condition, the child utterance was conditioned as the

〟

manding for experimeter,s
imitation

〃
･ The next in non-imitation condition･ there

were two phases. The丘rst, the experimenter's non-imitation was thought to be

neutral stimulus.
Then the non-imitation vas conditioned

as an aversive stimulus

vbicb the child tried
to avoid. As a result, he

imitated the experimenter and the

verbal behavior could
be shaped.

on the contrary, Pouts et al. (1976) reported that non･imitation was aversive

stimulus vbicb w･ould shape verbal
behavior after the fashion of avoidance･

Tbe results shoved that verbal
behavior could be shaped in the condition of

non-imitation after imitation and the
hypothesis of ･Contingency･Model

technique

was
/supported.

は じ め に

自発的紅使用することが可能なことばを形成する方法の一つに随伴モデル法(藤金,秤

刷中)がある｡これは,子どもの発声の模倣を随伴させる逆模倣(杉山, 1987)から,形

成することばの語音を随伴させる非道模倣へと手続きを移行させるという2つのステップ

から成り立っている｡

本研究では,この方法を猫なき症供群の幼児に適用することを試みた.猶なき症候群と
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は,染色体の5番短腕の部分欠失で,主要症状としてかん高い特有の泣き声,知能障害な

どがある｡本事例は,ことばの理解は進んでいるが,自発することばは構音が不明瞭で他

者が理解できないものがほとんどであった.構音の明瞭化を図るためにモデル提示法を適

用しても,それを正しく模倣することが困難で,発声に変化がみられなかった｡このよう

な場合,ことばを形成するためにモデル提示法の適用が考えられるが,その後にモデルの

除去の問題が起こってくる(Toucbette, 1968; Toucbette and Howard, 1984)｡したが

って,本事例に,モデル提示法を適用することは困難だと考えられる｡そこで,本研究で
は,随伴モデル法の適用を試みて,その有効性を検討した｡

前述したように,藤金(印刷中)は,逆模倣条件から非道模倣条件へと手続きを移行さ

せてことばを形成しているが,まず,第一段階の逆模倣条件紅よって子どもの発声が実験

者に模倣を要求する機能を獲得したと考えている.これは先行研究(藤金, 1988)で,逝

模倣を適用して子どもの発声を強化していると,発声頻度が高まった時期と他の要求行動

の生起頻度が高まった時期とが一致していたことが報告されていること,逆模倣が強化と

して機能することから(Haugan and Mclntire, 1972; Miller and Morris, 1974; Pouts,

1975a･ b ; Fouts･ Waldner and Watson, 1976; Kauffman, Snell and Eallahan, 1976 ;

谷･中野･上原, 1984;藤金,印刷中),子どもの発声と強化として機能する実験者の発

声が一対一対応をしていることになり,この関係がマンドの反応-強化関係と同じだと

いうこと,逆模倣条件に引き続いて消去条件を適用すると,子どもが実験者に発声を要求

するような行動が観察されたこと(藤金,印刷中)にもとづいている｡

続いて非道模倣条件を適用しているが,非道模倣は中性刺激だと考えられる｡これは,

先行研究で,強化機能のある逝模倣に続いてモデル提示条件を適用した場合には,子ども

がモデルを模倣する確率が高まることが報告されているが(Kauffman, Kneedler,

Gamache･ Hallahan and Ball, 1977 ; Hallahan, Eauffman, Kneedler, Snell and Rich･

ar°s, 1977),非道模倣については逆模倣とは異なって,その後のモデル提示条件での模倣

行動に影響を及ぼさないという報告や(Kauffman, Kneedler, Gamache, Hallahan and

Ball, 1977 ; Hallahan, Kau庁man, Eneelder, Snell and Richards, 1977),逆模倣条件適

用後に非道模倣条件を適用すると逆模倣条件で高まった模倣行動の生起確率がチャンスレ

ベルまで下がったことが報告されている(Kauffman, Gordon and Baker, 1978)からで

あるoしたがって,この条件中は模倣要求行動は強化されない｡このことによって,一つ

に模倣要求が高まるoまた,それと同時に,この強化を得ることができないことに起因す

る嫌悪事腰が生じるが,これは非道模倣を随伴させることに起因するので,非道模倣が二

次的に嫌悪刺激になる.このことから,非道模倣からの回避行動が生起することが考えら

れるが,前述したように強化が遮断されていることと非道模倣が存在することから補強作

用(supplementary strengthening ; Winokur, 1976)が働き,非道模倣が子どもに模倣

されるという形態で回避行動が出現して,ことばが形成できたと考えている｡

しかし,秦金(印刷中)の研究とは異なって,最初から非道模倣条件を適用してもこと

ばを形成できる可能性がある｡

藤金(印刷中)は前述したようv-非道模倣を中性刺激だと考えているが, Fouts, Wal°-
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ner and Watson (1976)紘,楕円状に並ぷ6つの位置の選択課題で,子どもが特定の位

置を選択した場合,実験者はそれと対角線上の位置を選択するという非道模倣条件を行う

と(counter-imitation),非道模倣される位置を選択する確率がチャンスレベル以下にな

ったことから,これを嫌悪刺激だと考えている｡

もしも,彼らが述べるように非道模倣が嫌悪刺激であるのならば,最初から非道模倣条

件を適用しても,回避行動が生起する可能性がある｡この場合にも非道模倣は存在するこ

とから,この非道模倣を模倣するという回避の型が出現し,ことばが形成できるかもしれ

ないo このような回避を起こせば, L子どもの発声と実験者の発声は道模倣の関係となり,

強化を得ることができる｡

以上のように,非道模倣が中性刺激なのか錬悪刺激なのかは不明であるが,本研究で

紘,随伴モデル法を適用してことばを形成する場合の手続きの検討を行うことを目的とし

た｡

方 法

1.対轟児

対象児は,昭和59年5月7日生の猫なき症男児である｡津守･稲毛式精神発達質問紙

(1-3才まで)によると, C.A.4歳5月, D.A.2歳5･5月, D･Q,55･66であったo

理解言語は多いが,表出言語は少なく,表出可能なことばであっても構音が不明瞭で,聞

き手が理解不可能なものがほとんどであった｡

2.手続き

実験はプレイルーム(5×5.2m)で,遇1回行った｡

子どもを押え込んだ時に自発された発声(｢,:-メ+または｢バ-チャン+)を｢マイッ

♂+に変容させることを標的としたo

実験手続きは条件交替デザイソ(alternating treatments design ; Barlow and≡Hersen,

1984)を用いた｡手続きの詳細は以下の通りである｡

1) Al (非道模倣条件) ;子どもの発声に実験者が標的行動の轟音である｢マイッタ+
を随伴させた｡

2) ち (連模倣条件) ;子どもの発声を実験者が模倣したものを随伴させた｡

3) A2 (非道模倣条件); Alと同じ手続きを行った｡

ここで,標的行動の語音を随伴させるのを非道模倣と便宜的に記述したが,非道模倣条

件で子どもの発声が変化して｢マイツタ+になれば,その関係は逝模倣の関係になるo

なお, Al条件は1セッションと6セッションの開始後7分間, B条件は2セッション

から4セッションまでと6セッションのAl条件適用後5分間, A2条件は5セッショソ

と6セッショソのB条件適用彼の14分間(7分×2回)行った｡

3.評 定

実験場面はすべてVTR録画されているので,評定にはこれを利用した｡各セッション

で子どもが自発したすべての発声が｢マイッタ+と聞こえたかどうかを2名の評定着で評
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定したo観察者問信頼係数は,各セッションごとに(一致反応数)÷(一致反応数＋不一致

反応数)×100で算出したところ, 86.4%から1007o,平均98.39ちであった.

結 果

結果むまFig. 1のようになったo

Al, B条件中には, ｢マイッタ+と聞き取れる発声は全く観察されなかったが, B条

件に引き続いてA2条件を適用すると, ｢マイッタ+と聞き取れる発声が生起した｡

また,逆模倣条件では,実験者が子どもの発声を模倣すると,その直後にうなずきと

｢うん+という発声が観察された｡しかし,非道模倣条件では, 5セッションの終了前に2

回観察されたのみで,他の場面では全く観察されなかった｡
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Fig･ 1標的行動の割合の推移
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考 察

結果から,自閉症児を扱った先行研究(藤金,印刷中)と同様に本事例でもA2条件中

に｢マイッタ+という発声が観察されており,猫なき症候群の幼児にことばを形成する場

合も随伴モデル法が有効だと言えよう｡

本研究では,随伴モデル法の手続きの妥当性を検討するために条件交替デザインを用い

た｡この結果, A2条件でのみ行動形成が起こり,それと同じ手続きであるAl条件では

行動形成が起こらなかった｡このことから,随伴モデル法を用いてことばを形成する場

令,その手続きを逆模倣から非道模倣-と移行させることが必要だと言える｡

最初に適用した非道模倣条件中(Al泉件)にことばが形成できなかったのは,非道模

倣が中性刺激であったからだと考えられる｡もしも, Pouts, Waldner and Watson (1976)

が述べるように非道模倣が嫌悪刺激だったとすれば,子どもが自発していた音声の生起頻

度が低下することや,非道模倣からの回避行動が生起することが考えられる｡この回避の

形態として,一つに非道模倣を模倣することが考えられる｡また,本事例は,標的とした
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｢マイッタ+と同一のオペラントクラスに属する｢ドイテ+を訓練によって獲得しているこ

とから,回避行動としてこの反応が生起する可能性もある｡しかし,子どもが自発してい

た音声は,実験者が押え込んだときに毎回観察されたし, ｢マイッタ+も｢ドイテ+も観察

されなかった｡また,他の非道模倣からの回避を示すような反応も観察されなかった｡こ

れらのことから,非道模倣は中性刺激だと考えられる｡また,逆模倣中は,実験者が逆模

倣した後にうなずきが観察されたが, Al条件中には一度も観察されなかったoこのこと

ち,逆模倣は強化子,非道模倣は中性刺激だという′ことを示しているo

前述したように最初に適用した非道模倣条件(A2条件)では, ｢マイッタ+は観察され

なかったが,一方の逆模倣後に適用した非道模倣条件(A2条件)では, ｢マイッタ+が高

頻度に観察された｡これは,藤金‾ (印刷中)が述べているように,中性刺激であった非道

模倣がA2条件中紅二次的に嫌悪刺激となり,ーそれからの回避行動が非道模倣を模倣する

という形で現れたものだと考えられる.この場合,単に子ど,もの発声に対して嫌悪刺激が

随伴させるのみでは,子どもの発声頻度が低下することや他の回避行動が生起することが

考えられるが,逆模倣条件を適用して子どもあ発声が実験者に模倣を要求する機能を帯び

たことによって,非道模倣条件中(A2条件)に補強作用が働き,非道模倣を模倣すると

いう回避行動が生起したものと考えられる｡以上のことから,随伴モデル法の手続きとし

て,逆模倣から非道模倣へと手続きを移行させることが必要だと言えようo

また, A2条件ではB条件に比べると生起頻度は低かっ七もののAl条件でほ観察され

なかったうなずきが5セッションの終了前に2回観察された.このことは,逆模倣を模倣

した結果,子どもと実験者の発声の関係が強化のある逆模倣の関係となったため,生起し

たものだと考えられる｡つまり,非道模倣という一定の操作を実験者が行っていても,千

どもの発声が変化すればその関係が道模倣になり,自然と分化強化が働くので,ことばの

獲得が促進される可能性がある｡

しかし,本事例でを土, 5セッショソで形成した行動が6セッ.ショソでは維持できていな

かった｡また,母親からの報告で,日常場面では｢マイッタ+が生起することもあるが,

以前のような発声になることもあることが報告されており,形虚した行動の維持に問題が

ある｡この要因として,猪なき症侯群という本事例の特徴,道模倣条件を適用した期間な

どの問題が考えられ,今後の検討が必要であろう｡

結 論

本研究の結果から,随伴モデル法を用いてことばを形成する場合,連模倣から非道模倣

へと手続きを移行させることが必要なことが示された.つまり,この手続きの移行によっ

て中性刺激であった非道模倣が二次的に嫌悪刺激となり,そこからの回避が起こることが

考えられる.この場合,逆模倣によって模倣要求行動を形成することによって補強作用が

働き,それに続いて適用される非道模倣条件中に非道模倣が子どもに模倣されると考えら

れる｡
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